
議 案 審 議９月
定例会

会期　９月３日～９月27日（25日間）

市長提出議案
●決算案件������������������８件
●予算案件������������������２件
●条例案件������������������５件
●その他案件��������������２件

議案
第９号

令
和
６
年
度

旭
市
一
般
会
計
補
正
予
算

法
改
正
の
内
容
を
生
活
保
護
シ
ス
テ
ム

に
反
映
さ
せ
る
改
修
費
用
を
補
正

　
本
市
で
は
、
生
活
保
護
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

毎
月
の
生
活
扶
助
費
等
の
計
算
を
し
て
い
る
。

法
改
正
の
内
容
を
シ
ス
テ
ム
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
改
修
費
用
を
補
正
す
る
。

問
生
活
保
護
法
等
の
改
正
に
よ
り
、
就
職
準

備
金
の
支
給
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
や
、

保
護
の
廃
止
時
に
支
給
さ
れ
る
就
労
自
立
給
付

金
の
算
定
方
式
が
変
更
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
う

シ
ス
テ
ム
改
修
費
用
と
の
こ
と
だ
が
、
具
体
的

な
内
容
を
伺
う
。

答
１
点
目
は
、
高
校
卒
業
後
、
こ
れ
ま
で
大

学
等
に
進
学
す
る
と
き
に
支
給
可
能
で

あ
っ
た
進
学
準
備
給
付
金
に
加
え
、
改
正
後
は
、

就
職
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
「
就
職
準
備
給
付

金
」
が
支
給
可
能
と
な
る
。
２
点
目
は
、
就
職

し
て
安
定
し
た
収
入
を
得
て
保
護
廃
止
と
な
っ

た
場
合
に
支
給
で
き
る
「
就
労
自
立
給
付
金
」

の
算
定
方
式
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
就
労
収
入

充
当
額
に
応
じ
て
給
付
金
が
増
え
る
方
式
だ
っ

た
が
、
改
正
後
は
就
職
し
て
か
ら
保
護
廃
止
に

至
る
ま
で
の
期
間
が
短
い
ほ
ど
、
給
付
金
が
増

え
る
方
式
に
変
更
と
な
る
。
ど
ち
ら
の
給
付
金

も
、
保
護
廃
止
の
際
に
自
立
を
支
援
す
る
一
時

金
と
し
て
支
給
さ
れ
る
も
の
。

問
本
市
の
生
活
保
護
の
状
況
を
確
認
し
た
い

の
で
、
受
給
者
数
並
び
に
直
近
３
か
年
の

推
移
を
伺
う
。

答
各
年
度
の
年
度
平
均
で
、
令
和
３
年
度
の

保
護
受
給
者
数
は
３
９
８
人
、
令
和
４
年

度
で
は
４
２
６
人
、
令
和
５
年
度
で
は
４
７
０

人
と
、
受
給
者
数
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
。

問
受
給
者
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
職
員
の
負

担
を
危
惧
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
シ
ス
テ
ム

改
修
に
よ
り
生
活
保
護
事
務
に
何
か
し
ら
の
影

響
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答
直
接
的
に
保
護
受
給
者
数
等
へ
の
影
響
と

い
う
点
で
は
難
し
い
が
、
事
務
の
効
率
化

は
図
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
担
当
職
員
も
、

個
々
の
実
情
に
応
じ
た
自
立
へ
の
支
援
を
、
よ

り
丁
寧
に
行
う
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え
て

い
る
。
そ
う
す
る
と
、
総
体
的
に
は
よ
い
影
響

が
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

議案
第12号

非
常
勤
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

農
業
委
員
等
へ
成
果
に
応
じ
た
「
能

率
給
」
を
支
給

　
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
の

月
額
報
酬
に
加
え
、
農
地
利
用
の
最
適
化
に
向

け
た
積
極
的
な
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
国
か

ら
交
付
さ
れ
る
農
地
利
用
最
適
化
交
付
金
を
財

源
と
し
、
成
果
に
応
じ
た
「
能
率
給
」
を
上
乗

せ
支
給
す
る
。

問
能
率
給
は
「
予
算
の
範
囲
内
で
市
長
が
定

め
る
額
」
と
し
て
い
る
が
、
金
額
は
幾
ら

く
ら
い
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

答
報
酬
の
財
源
と
な
る
交
付
金
が
国
の
予
算

の
範
囲
内
で
配
分
さ
れ
る
こ
と
、
全
国
の

農
業
委
員
会
の
活
動
や
成
果
の
状
況
に
よ
り
、

交
付
金
額
を
国
が
算
定
す
る
こ
と
と
な
る
た
め
、

あ
ら
か
じ
め
交
付
金
額
を
把
握
し
、
支
給
金
額

を
算
定
す
る
こ
と
は
、
現
時
点
で
は
困
難
な
状

況
。問

能
率
給
と
い
う
こ
と
で
、
い
つ
頃
ど
の
よ

う
な
方
法
で
評
価
す
る
の
か
。
ま
た
、
そ

の
評
価
基
準
は
。

答
こ
の
交
付
金
の
中
で
は
、
委
員
の
活
動
実

績
分
と
成
果
実
績
分
に
つ
い
て
、
交
付
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
。
活
動
実
績
は
委
員
の
月

平
均
の
活
動
日
数
に
応
じ
て
評
価
点
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。
成
果
実
績
は
農
業
委
員
会
の
ほ
う

で
農
地
利
用
最
適
化
推
進
活
動
の
活
動
目
標
を

毎
年
度
設
定
し
て
お
り
、
そ
の
目
標
に
対
し
て

の
達
成
状
況
に
よ
り
、
評
価
点
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。

問
支
給
額
の
差
は
、
委
員
内
で
の
不
公
平
感

に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
。

答
基
本
給
は
そ
の
ま
ま
で
、
従
来
と
比
較
し
、

１
人
当
た
り
の
報
酬
が
減
額
さ
れ
る
も
の

で
は
な
い
。
活
動
成
果
に
見
合
う
報
酬
と
し
て
、

基
本
給
に
上
乗
せ
す
る
形
で
支
給
す
る
も
の
で

あ
り
、
委
員
間
の
活
動
の
格
差
が
補
え
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。

この定例会には、令和５年度各会計決算、令和６年度各会計補正予算、条例の一部改正
など17議案が市長より提出され、いずれも原案のとおり認定・可決・同意されました。
質疑と答弁の要旨の一部は次のとおりです。ＱＲコードを読み取ると議案質疑の録画映
像をご覧いただけます。
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